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農林水産省「食品廃棄物等の利用状況等（令和3年度推計）」「食料需給表（令和3年度）」をもとに筆者作成

食品利用者

食品関連事業者
①食品製造業者

②食品卸売業者

③食品小売業者

④外食産業

一般家庭

家庭系廃棄物

789万トン

可食部分と考えられ

るもの（食べ残し、過

剰除去、直接廃棄）

291万トン

事業系廃棄物＋有価物

1,970万トン

可食部分と考えられる

もの（規格外品、返品、

売残り、食べ残し）

352万トン

食品利用者

食品関連事業者
①食品製造業者

②食品卸売業者

③食品小売業者

④外食産業

一般家庭

有価物（大豆ミー

ル、ふすま等）

830万トン

事業系廃棄物

769万トン

食品リサイクル法における減量

166万トン

食品リサイクル法における再

生利用

①飼料化 904万トン

②肥料化 207万トン

③エネルギー等 107万トン

計 1,218万トン

再生利用（肥料化・メタン化等）

56万トン

焼却・埋立等 340万トン

焼却・埋立 710万トン

可食部分（食品ロス）

472万トン

（食用仕向量の7.3％）

食品由来の廃棄物等

2 ,531万トン

（食用仕向量の30.9％）

家庭系廃棄物

766万トン

可食部分と考えられ

るもの（食べ残し、過

剰除去、直接廃棄）

236万トン

食品リサイクル法における

熱回収 41万トン

事業系廃棄物＋有価物

1,765万トン

可食部分と考えられる

もの（規格外品、返品、

売残り、食べ残し）

236万トン

食用仕向け量
（粗食用＋加工用）

8,199万トン

472

472 236
236

食品ロスとは、 食べることができるにもかかわらず、 廃棄されている食べ物のことです。

国内では、 1年間に発生する食品ロスが 472 万トンあると言われており （農林水産省

2022 年度推計値）、 世界の食料援助量 （約 480 万トン /2022 年度 WFP 数値） の

ほぼ同等にあたります。


